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魚の自然史―水中の進化学―口松浦啓一,宮  正樹編著 ,

1999。 北海道大学図書刊行会,札幌.234頁。

巻頭で本書は「進化史」をキーワードとし,「 定説」を紹介す

る教科書ではないことが謳われている。この方針に沿って気鋭

の研究者が中心になって纏めた4部 12章 は,いずれも豊かな蓄

積を基に深く考察された内容で構成されており,学問の前線に

おける知的なゲームを見ているようで非常に刺激的である。各

部のはじめに該当する章の内容が分かりやすく要約されている

ので,こ の部分と「はしがき」とを読めば,本書の概要をほぼ掴

むいことが出来る.こ こでは私の印象を中心に紹介したい.

第I部「進化と分類」の第 1章 (白 井 滋)で は,分子系統も

含めて分岐論をめぐる諸問題が,著者自身の言葉として興味深

く語られている。何気ない表現の中に極めて示唆に富む見解が

示されていて触発される点も多い.著者は系統関係への効果的

なアプローチとして,形態と分子の両刀使いを示唆しているの

だが,第 4章の「繁殖生態の進化史」についての見解も聞きたい

ところである。第2章 (佐藤陽一)の 冒頭で,著者は「進化分類

とは,煎 じ詰めれば倶1系統群を許容する系統分類のことである」

と断定する.その考えに立って伝統的な進化分類をより客観的

なものとするために,凸性表現分類の改良版を導入することの

意義が方法論を中心に解説されているが,私の知識不足もあっ

て示されたニシン亜目の具体例を見てもこの章の内容はやや難

解であった。意欲的な試論であるだけにもう少し分かりやすい

解説をして欲しかったと思う.

第H部「形態形質に基づく進化史の再構成」は3つ の章からな

る.第 3章 (渡辺勝敏)におけるギギ科魚類の研究に基づいた歴

史生物地理学的考察は,淡水魚ならではの実証的なデータを伴

った優れた構成となっており,地理分布の定量化や化石証拠ヘ

の配慮を含めて視野の広さが印象的であった.最後に指摘され

たネコギギとギギの絶減をめぐる地理的背景の詳細をどのよう

に検証すべきかの問題提起には考えさせられた.第 4章 (遠藤広

光)は タラ亜科魚類における生物地理を,お もに形態に基づく

属レベルでの分岐関係を用いて,現世および化石記録からの地

理的分布を地史を含めてダイナミックに論じている.伝統的な

手法によっているが,得 られる情報が量質ともに良質になって

おり,ス トリーがより具体的になっている。生活史の変異にも

注目した議論は幅と深さを増した。第5章 (松浦啓一)は著者の

豊富な研究実践があるフグロを材料に,多様性と統一性につい

て形態学的な立場に立って広範に論じている.伝統的な魚類分

類学,系統学の現在的な意味を理解するうえでも,こ の章で示

された形態学の潜在的な重みを再認識して良いであろう.仔稚

魚の形態学的情報への期待が語られているのが注目される。と

にかく,本章の各著者がいずれも分子系統への言及をせざるを

得ないところに現在の自然史学の側面が見えて興味深かった。

第Ⅲ部「分子系統に基づく進化史の再構成」は4つの章から

なる.第 6章 (西 田 睦)では自然史研究における分子的アプロ

―チと題して,今やこの分野では主流となっている手法の「効

用と限界」を極めて分かりやすく解説されている。分子系統の

手法の正しい使い分けの大切さとともに,最後に述べられた

「分子か形態か ?」 という議論が不毛であることは傾聴に値しよ

う.著者ならではの広い視野に立った総説は時宜を得たもので

あり,本書全体を批判的に読む上でも極めて意義深い章である.

第7章 (宮 正樹)は深海性オニハダカ属魚類における分子系統

的研究の意義が,具体的な研究成果とともに生き生きと描かれ

ている.こ の深海魚のもつ生物学的多様性が,新 しい手法の導

入によって形態学に基づく表現型の進化の予測が大幅に修正さ

れたとの指摘は,そ の発見的価値の強調とともに強烈である。

「分子データが自然史研究において欠かせないツールのひとつと

なっている」ことは理解出来るにしても,形態学的立場への見

解を著者自身の言葉として聞かせて欲しかった。第8章 (井 口

恵一朗)で は,遺伝子資源としてのアユ (リ ュウキュウアユを含

め)の研究の中で,分子生物学的手法によって,明 らかにされ

てきた多くの事実が,わかりやすく解説されている.こ こでは

第6章で指摘された関連する手法の効用と限界がアユの具体例

で興味深く語られており,特 に「ミトコンドリアDNAの情報で

は,湖産アユの放流が在来の両側回遊型アユに与える遺伝的な

インパクトを評価することはむずかしいかもしれない」との指摘

は印象的である。第9章 (向井貴彦)は極くありふれたハゼと思

われていたチチブ属が,分子遺伝学的手法によって分類学の根

本に関わる問題を抱えている事が興味深く語られている.チチ

ブとヌマチチブの交雑の実態が解析された事例を含めて,「種分

化の途上のさまざまな段階にある生物」を現在の階層的な分類

体系でどのように認知すべきかという,こ こでの問題提起は重

い.

第IV部「繁殖生態の進化史」は3つ の章から成る。第 10章

(宗原弘幸)で はカジカ類の多様な交尾行動カリロ保護を含めた繁

殖様式との関連で解説され,交尾型の起源について著者の考え

と「交尾の進化プロセス」に関する仮説が提示されている。交尾

型カジカが海産で,卵は卵巣内では発生せず海水中で受精する

ことが共通でありながら,既往の系統と比較すると交尾型の出

現が多系統的な起源であり,外部形態の違いが,必ずしも交尾

と非交尾の分岐点ではない事をはじめ, ここでは進化史におけ

る系統的背景は鮮明ではない。卵の諸特性が意外に保守的であ

ることにが注目される。第H章 (り ||1頼 裕司)はモンガラカワハ

ギ上科を構成するモンガラカワハギ科とカワハギ科の繁殖行動 ,

特に産卵行動および卵保護と配偶システムに関する比較を通じ

て,科間の類似性と多様性を論じている.熱帯性の前者が 1日

で孵化する小さな沈性卵を多産することの指摘は,その卵が真

骨魚類中の最小サイズに近いことから,いわば極限の卵サイズ

の分化と繁殖行動の進化という観点からも注目された.第 12章

(赤川 泉)は ,繁殖行動に関する知見が圧倒的に多いトゲウオ

科の特性を, トゲウオロ全体の系統的な関連の下で位置付けよ

うとする意欲的な試論である.代表的要素の繁殖行動が自らの

観察を中心に紹介され,最後にこれらの情報から「巣づくり」と

「この保護」から繁殖行動の進化を考察してシワイカナゴからイ
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トヨに向かう進化の流れが強調され,進化に対する行動学的貢

献の可能性が示唆されている.ト ゲウオ科における変異性をこ

のように単純化してしまうのがやや気になった.

さて,「 はじめに」でどこから読み始めても良いと書かれてい

るが,評者には読む順序が全体を理解する上で意外に重要であ

るように思われた。それは現代の「進化史」における分子遺伝学

的手法の重みが至るところで痛感されることと無関係ではない.

もし第3章か読み出したら,そ れ以前の章の印象が異なってし

まいそうだと私は感じた。では第4章はどうか.こ れとても例外

ではないが,先に書いたように少なくともここで話題にしたよ

うな生活史戦略の進化史では,系統との密着度が未だ低い.こ

こには分子系統をわき目で見ながら,独 自の理論を展開するフ

ィールド(余裕 ?)が残されているように思われた.本書は編者

の目が全体に行き渡り,統一が良く取れているばかりでなく,
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□ 魚類系統分類学

A comparative phylogenetic study of am五 d ishes(Amildac)

based on comparative skeletal anatomyo An emprical search

for interconnected patterns of natural history. 一一L.Grande and

WE.Bcims.1998.Society of Vertebrate Paleontology9 Memoir 4.

Chicagoo x+690 pp.ISSN 0272… 4634。 現生種 0化石種を網羅 し

たアミア科魚類のモノグラフ.圧巻の一冊である。すばらし

い写真 と線画が多数 (436)織 り込まれている.手にとれば「こ

れぞ自然史」とうなること必定. (KS)

Phylogeography:the history and formation of species.一 ―Jo C.

Avise。 2000。 HalⅣ ard Univ Press,Cambridge。 447 pp.ISBN O―

674-66638-0。 種内あるいは近縁種間の遺伝子系統の地理的分

布を規定している原理やプロセスの解明を目的とする新しい

学問分野,それが系統地理学である。本書は,こ の分野の大

御所のAviscに よつて執筆された好著であり,第一部「系統地

理学の歴史.と 概念的背景」,第二部「種内の系統地理学的研

究」および第三部「系統的統合 :種形成に向けて,お よびそ

れを超えて」から構成されている。分子系統,生物地理,種
分化に興味をもつ研究者の必読書と言えよう. (AG)

□ 魚類生態学

ブラックバスがメダカを食う.―秋月岩魚。1999。 宝島社 (新

書),東京。222pp.ISBN 4-7966… 1580-6.660円 .フ リーラン

スの写真家である著者が, 日本の在来淡水魚を愛する気持か

らブラックバス問題を論じたものでる.バス釣りは犯罪であ

著者の主張,用語の定義が明確に示されていて読みやすい.誤

植もほとんどない.し かし,いたるところに出てくる「ミトコン

ドリアDNA」 の表記法は,第 6章におけるように一度ことわつ

た上で「mtDNA」 を使っても良かつたのではないか.こ の他に

「メタ個体群」(第 8章 )と 「メタポピュレーション」(第 9章 )が

不統一だったが,こ れについては用語の簡単な説明が欲しかっ

た。とにかく,本書は魚類学の教科書的でない読み物として優

れているばかりでなく, 自らの研究の位置付けを考える上で,

極めて示唆に富む情報に満ちている.こ れから研究をはじめよ

うという若者を含めて多くの人に是非読んでもらいたい良書で

ある.

(沖 山宗雄 MuncO Okiyama:〒 171鋤051豊 島区長崎 2-10-12

プリンスハイツ椎名町503)

り,密放流によって分布を拡大させたブラックバスがいかに

日本の湖沼や河川の生態系を破壊したのかを歯切れよく説明

している。「湖沼河川は国民の公共財産」という視点で,淡水

魚を含めた内水面管理を見直すべきだという主張も説得的で

ある.ブラックバスはもうどこにでも広まってしまったのだ

から仕方がないと考えるのではなく,今からでも減少させる

ための方策を真剣に考えてい くべ きであると痛感 した .

(OD

□進化学

ダーウィンの箱庭―ヴィクトリア湖.―ゴールドシュミット,T.

(丸 武志 訳),1999。 草思社,東京.358 pp.ISBN4-7924-

0886‐3.2500円 (税 別 ).本 書 は 1994年 に出版 された

“Dalwinゝ Dreampontt Drama in Lake Victo五 a"の 日本語版であ

る。300種以上に及ぶシクリッド類が 1万 2千年という短期間

にヴイクトリア湖でいかに適応放散し,種分化を成し遂げた

のか, また近年のナイルパーチの移入や乱獲によって生じた

シクリッド類の大絶滅の出来事を,フ ィールド研究生活にお

けるエピソードを通して,生 き生きと描いている科学エッセ

イである.既刊の「タンガニーカ湖の魚たち」(堀  道雄編,

平凡社)と 併せて読まれることをお勧めする。    (AG)

The origin and evolution of larval forIIIs。 ――B.Ko Han and M.H。

WakC(eds。
)。

1999。 Academic Press,San Diego.425 pp.ISBN O―

12-730935-7.幼生形態の起源と進化について15名 の専門家が

無脊椎動物も含む幅広い分類群を対象に議論をしている.形

態が主であるが,内分泌など生理学的な倶1面 も取り扱われて

いる.Jo Co Webbに よる仔稚魚の手際よいレビューを含む.

(KS)


